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ホーム。デリバリー市場においては多数のメーカー  

が参入しており．これらの製品の存在が自社の製品の  
購入確率に与える影響は無視でき、ない．顧客が，与え  
られたメーカーの製品の申からどのようにして特定の  

メーカーの製品を購入するかという問題を取り扱った  

研究は数多く見受けられる【6ト このうち，頗客は選  

択肢の中から効用が最大となる選択肢を選択するとい  

うものが頻繁に引用されており，本研究でも，頗客は  
選択可能なメーカーの製品の中から最大の効用を顧客  

に与えるメーカーの製品を購入する場合を考える．こ  
の上で．顧客1人当りの期待利益を定式化し，この期  
待利益を最大にするという意味での最適提示納期を決  

定するモデルを提案する．  

皿。 はじめに   

近年．消覚書のライフスタイルの変化や情報技術の  
普及に伴い，「ホーム。デリバリーサービス」を導入す  

る企業が増加している．ホーム。デリバリーサービス  

とは．消費者が発注した製品やサービスを消磨者の自  
宅など消費者の都合の良い場所へ宅配するサービスの  

ことである【1トインターネットを剛、たオンライン  

注文などにより，時間や手間をかけずに製品を購入で  
きることから，このようなサービスを利用する消費者  
は少なくない．一方で次のような問題点も指摘されて  
いる【1トつまり，ホーム。デリバリーサ←ビス市場に  
おいては，頸客は慣れ親しんだ企業のサービスを継続  
して利用せず，別の企業がより優れたサービスを提供  
していればそのサービスを利用するようになる傾向が  

強いという点である．このため，ホーム。デリバリ†  
参入企業は，競合企業に顧客を奪われないよう様々な  
工夫を凝らしている．特に．顧客に提示する「お届け  
期間」を決定することは重要な問題である．なお．お  
届け期間とは受注してから製品を頚客に納入するまで  

の期間であり，本研究ではこれを「納期」と呼ぶこと  
とする．   

通常．頭客に提示する納期が小さいと需要は大きく  
なり，納期を大きく提示すると需要は小さくなるため．  
納期は可能な限り小さく提示する方が得策であると考  

えら中る．ところが，実際に納入可能な期間よりも大  
きめに納期を提示している企業も少なくない．この理  
由については次のように考えることができる．（1）提  
示した納期までに製品を顧客に納入できなければ信用  

の失墜も含めて相当なべナルティが発生する．（2）提  
示した納期よりも早く製品を納入することができれば  

顧客の満足度は大きくなる．これまでにも，納期に注  
目したモデルはいくつか報告されている【2，3，外 し  
かしながら，これらのモデルにおいては納期と屑要量  
との関係については一切議論されていない．これに対  
して筆者らは．ホーム。デリバリー市場を念頭に置き，  
頭客に提示する納期が小さいほど製品が購入される確  

率は大きくなるが，提示した納期までに製品を納入で  

きなければペナルティが発生するような場合に．期待  
利益を最大にするという意味での最適納期を求めるた  

めのモデルを提案している【5】・  

2。 モデル   

本研究での仮定は以下の通りである．（i）頗客は選  

択可能なメーカーの製品の中から最大の効用を与える  

メーカーの製品を選択する．（ii）製品に対する効用は，  

確定部分と確率的に変動する部分とから構成される．  
（iii）提示した納期ムまでに製品を納入できなかった  

場合，遅れた時間に比例してペナルティが発生する．  

（iv）製品を納入するまでに要する時間は確率変数∬  

で与えられ，∬の分布関数と密度関数を，それぞれ  
咋），J（・）で表す．但し．均∬】＝〃＜＜＋∞を仮定  
する．   

また，本研究で主に用いる記号は次の通りである．  
エ：メーカーが頗客に提示する納期．∬：製品を納入  

するまでに要する時間を表す確率変数．ェ：製品を納  
入するまで実際に要する時間．α：頗客1人当り粗利  
益．cl：時刻ムまでに製品が納入されなかったときの  
頸客1人当りの単位遅れ時間当りペナルティ．  

仮定（ii）より，選択可能なメーカーブの製品に対  
する効用巧（ブ＝1，2，‥・，れ）は  

り ＝ り＋Ej  （1）  

で与えられる．但し．りは確定部分であり．勺は確  
率的に変動する部分である・また，りは  

T 
り ＝ αブ＋〝Zj  （2）  
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のように表現されることが少なくない・ここで．αJ  

はメーカーブの製品に対する固定的な選好を表す定  

数であり，エゴはこの製品に対するマーケテイング変  

数などのベクトルである．また，〝とzの要素は，  

〝T＝ （レ1，レ2，…ル．－1，入ル仙…，〝m），ギ＝（zり，  
z2J，・‥，Zmj）（j＝1，2，…，乃）で与えられ，〝及び  

zのβ行目は納期に係るパラメータである．なお．αJ  

とzJは自社の製品に対する／くラメ一夕であり  

3．最適納期   

式（8）で与えられるQ（ム）を最大にするようなム＝  

エ●に関する解析結果を以下にまとめる．  

（1）什旦域苧＞吉の場合・   この場合，Q′（エ）の符号は正から負に唯一度だ   
け変化する．このことは．Q（ム）を最大にするよ  

うな有限のム●（＞0）が唯一存在することを意味   

しており，顧客1人当りの期待利益は  
（3）  

ヱ8J ＝ －ム   

eβ】一入ム●  である．   

ここで．式（1）の勺が独立に同一の第1積極債分  

布に従うとき，メーカーJ（自社）の製品に対する効  

用UJが最大になる確率q（⊥）は次式により与えられ  

る．なお，このようにして製品の偶人確率が導出され  

るようなモデルはdiscretcchoiceモデルにおける多項  

ロジットモデルと呼ばれている【6ト  

ダ（ム●）  （9）  Q（ム●）＝ Cl  
β1入  

で与えられる．  

（2）〃＋牢≦君の場合・  

このとき，Q′（エ）≦0であり，〃→0である・   

よって，顧客1人当りの期待利益は次式により与   

えられる．  

eβ】  e飢一札  
（α－Cl／J）（10）   Q（エ●）   

（4）  9（ム）   β1＋eβユ  βl＋eβっ一札   

なお紙数の都合上．本モデルに関する数値例は当日  

発表させて頂く．  

ここに  

β1＝∑e申レTzメ  

メ≠J  

β2 ＝ αJ＋∑レ‘Zり   （5）  

i≠■  

である．   

さらに，仮定（iii）より，実際の納入時間を£とす  

ると，時刻⊥までに製品を顧客に納入できなかった場  

合に発生する顧客1人当りのペナルティP（エ，エ）は  

P（エ，エ）＝ maX【0，Cl（ェーエ）】  （6）  

で表される．また，仮定（iv）より受注してから製品  

を顧客に納入するまでの時間ズは種々の要因により  

変動する．従って，納入遅れによる顧客1人当りの期  

待ペナルティは  
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上   
（ェー上）／（∬）血（7）  g【P（ム，ズ）】＝－ cl  

で表される．   

式（4）及び（7）より．顧客1人当りの期待利益  

Q（ム）は次式で与えられる．  

eβ2一入ム  

Q（エ）   
β1＋eβ－一入ム  

×ト1上＋∞（∬－川（埴］（8）  

ここに，αは顧客1人当り粗利益，Clは時刻エまでに  

製品が納入できなかったと号の顧客1人当りの単位遅  

れ時間当りペナルティであり，式（8）の¢（りはα，  

clに関して．それぞれ．単調増加関数．単調減少関数  

である．  
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